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概要

特⻑

アプリケーションのポイント

モーター制御は電⼦回路技術の発展により、さらに複雑になってきています。⼀⽅、
省エネルギーなど社会的な背景から⾼効率化を実現するために、モーターやイン
バータの制御状態をより⾼精度で評価するケースが増えてきています。
WT3000E は最⼤4ch⼊⼒まで測定できるため、インバータ評価における⼊出⼒
間のインバータ効率試験が可能です。さらに、モータ評価機能（オプション）を使え
ば電圧、電流、電⼒変動の観測とともに回転速度、トルクの変化も同時に観測で
きます。

インバータ/モーター試験における電⼒評価

１．⾼精度、広帯域測定
２．微⼩電圧から⾼電圧まで1台で測定できるワイド電圧レンジ搭載
３．最⼤30A⼊⼒まで直接⼊⼒可能。30Aを超える⼊⼒では、AC/DC電流

センサCT1000を使って最⼤1000Aまでの試験が可能
４．通常測定値と⾼調波測定データの同時測定
５．変動する電⼒を⾼速に測定
６．内蔵プリンタ(/B5)による測定数値、測定波形の簡単プリント出⼒

１．電⼒基本確度：±0.04%、測定帯域：0.1Hz〜1MHz
２．定格⼊⼒レンジは、15Vレンジから、最⼤1000Vレンジを選択
３．電流⼊⼒エレメントは2種類。2A⼊⼒エレメント（5mA〜2Aレンジ）と30A

⼊⼒エレメント（1A〜50Aレンジ）の2種類から選択可能
４．電圧、電流、電⼒、⼒率などとともに、⾼調波ひずみ率（THD)、⾼調波

データ（基本波から最⼤１００次まで）を同時測定
５．２０回/秒（50ms間隔）の⾼速データ収集
６．内蔵プリンタ（オプション）搭載により数値、波形、トレンド、⾼調波バーグラ

フ、2画⾯表⽰(数値と波形）などを簡単に印刷できます。

■モーターインバータ評価の測定例

■WT3000E 表示画面・設定画面
【入出力信号の波形表示例】【4入力搭載時の画面と結線表示例】

インバータ モーター

入力波形例 出力波形例

モーター評価オプションを搭載すれば、トル
ク、回転速度入力ができ、トータル効率評
価も可能

Ｅｌｅｍｅｎｔ２，３，４は、結線
されたそれぞれのインバータ
出力データ

Ｅｌｅｍｅｎｔ１は、
インバータ入力
データ

ΣＡは三相インバー
タ出力データ

アナログ入力
(回転速度、トルク）
パルス入力（トルク）

入力信号

三相出力信号

直接入力端子に結線

AC/DC電流センサ
CT1000
最大1000Apk測定

大電流測定方法
(その他）

電流センサユニット
751522（単相）
751524（三相）

TD-1000は東洋電源機器株式会社製作
CT1000標準品用電源TD-1000についての
お問合せ：東洋電源機器株式会社

CT1000

TD-1000

トルクメーター

WT3000Eの詳しい情報はこちら

http://www.yokogawa.com/jp-ymi/tm/Bu/WT3000E/welcome.htm?nid=left

